
令和元年８月１２日（月）～令和元年８月１８日（日）〔令和元年第３３週〕の感染症発生状況 

第３３週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)手足口病 2)ＲＳウイルス感染症 3)感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は５．５７人と前週（７．５１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．９１人と前週（３．４６人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．４３人と前週（３．０６人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

  

 

  

 

 

 

  

 
 

 

  

 

今、何の病気が流行しているか！
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第３３週報告数第２位

第３３週報告数第１位
帰国後の体調不良にご用心！ 

海外から帰国した後に、体調不良を訴える方は比較的多いといわれており、中

でも発熱や発疹、下痢などの症状がよくみられます。 

海外旅行後には思わぬ感染症が潜んでいる可能性があります。体調不良がみら

れた際は早めに医療機関を受診し、症状だけでなく旅行先や旅行期間、旅行中の

行動、旅行前の予防接種歴等を必ず医師に伝えましょう。 

 

止まらない下痢 旅行後の発熱 

 皮膚症状は、海外旅行で最
も頻繁にみられる症状の一つ
です。発熱も同時にみられる
場合、全身の感染症を伴って
いることが多いため、注意が
必要です。 
 
《発疹をきたす感染症》 
デング熱、麻しん、風しん、

ジカウイルス感染症等 

発疹等の皮膚症状

海外から帰国後、発熱する
ことは多く、特に発展途上国
から帰国した人の２～３％
に発熱がみられるといわれ
ています。 
 
《発熱をきたす感染症》 
デング熱、マラリア、麻し

ん、風しん、ジカウイルス

感染症等 

海外旅行者の半数以上が
旅行先で下痢になります。数
日でおさまることも多いで
すが、帰国後も症状が続く場
合もあります。 
 
《下痢をきたす感染症》 
細菌性赤痢、コレラ、 

腸チフス等 

～フィリピンでデング熱が流行しています～ 
 

フィリピン保健省は８月６日、デング熱の全国的な流行を宣言しました。フィリピン
では、今年の１月から７月２０日までのデング熱の感染者が昨年同時期と比べて９８％
増加して 1４万６０６２人となり、６６２人の方が死亡しています。 

長袖・長ズボンの着用や虫よけスプレーの使用等により蚊に刺されないようにするとと
もに、万一発症した場合には早期に医療機関を受診するよう注意喚起が行われています。 


